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1．導入

シンハラ語は、日本語の「は」に相当する（中立的な）主題
を表すマーカーがない。

日本語は「は」で文中の主題を助詞で指定することが多いが，
シンハラ語では焦点を文中で助詞で指定することが多い。

シンハラ語では、現代の日本語ではなくなった「係り結び」
に相当する形式が存在する。



2. シンハラ語の主題

シンハラ語では、ほとんどの場合、主題は文の形式では明示
的には表されず、(先行)文脈などの情報をもとに決められる。
最も典型的には、文はわかっている情報を先に提示してから、
新しい情報を提示するので、主題は文頭に現れる。

(1)  a.  Ranjit wiiduruwə binda.

ランジット グラス 割った[基本形]

ランジットはグラス（コップ）を割った。

b. Hændææwe Ranjit wiiduruwə binda.

夕方に ランジット グラス 割った[基本形]

夕方にランジットがグラスを割った。



2. シンハラ語の主題

シンハラ語では、naŋ（なら）で主題を表すことが可能である。

(2)の naŋ を伴う表現は、文脈上わかっている選択肢の中から取り
出し、他のものと比較して「対比的に」主題を表す。

(2) a. Ranjit naŋ wiiduruwə binda.

ランジット なら グラス 割った[基本形]

ランジットならグラスを割った。

b. Ranjit wiiduruwə naŋ binda.

ランジット グラス なら 割った[基本形]

ランジットはグラスなら割った。



3. シンハラ語の焦点

3.1. 述語の形式

シンハラ語で焦点が含まれない中立的な文に現れる定形動詞は、-
aで終わる基本形をとる。

(3) Ranjit bat kanəwa.

ランジット ご飯 食べる[基本形]

ランジットはご飯を食べる。

述語は強調形の-eをとり、述語以外の要素に焦点が置かれること
が述語の形式で示される。(4)では、どこに焦点があるかは明示さ
れてない。

(4) Ranjit bat kanne.

ランジット ご飯 食べる[強調形]

ランジットはご飯を食べる。



3. シンハラ語の焦点

3.2. 焦点助詞

tamay, may, tamaa などの焦点助詞を使用して、焦点を明示的に標示す

る。（これらの助詞が使用されると、動詞は強調形になる。）(5)では、助

詞tamayを伴う (カギ括弧 [ ] 内の) 表現が焦点と解釈される。

(5) a. Chitra [ mee potə ] tamay kiewuwe.

チットラ この 本 焦点 読んだ[強調形]

チットラがこの本を読んだ。

b. [ Chitra ] tamay mee potə kiewuwe.

チットラ 焦点 この 本 読んだ[強調形]

チットラがこの本を読んだ。



3. シンハラ語の焦点

(6)のように、tamayを含む文が並列された場合には，「対比」の意
味で使用される。

(6) Chitra tamay yanne nætte. Mamə tamay yanne.

チットラ 対比 行く ない[強調形] 私 対比 行く[強調形]

チットラはいかない。 私は行く。



3. シンハラ語の焦点

シンハラ語には、witəray（だけ）ように、焦点を指定する機能
があり、かつ、助詞自体に特別な意味が伴うものもある。
（witərayが文中に現れると、動詞は強調形になる。）

(7)   Chitra   potə witəray kieuwe.

チットラ 本 だけ 読んだ[強調形]

チットラは本だけ読んだ。

witərayは、日本語の「だけ」に相当する限定の意味を持つ。



4．シンハラ語と日本語

日本語は、主題を「は」で標示する。「は」は、主題
（thematic）の意味と対比(contrastive)の意味を表すことがで
きる (久野 1973, Kuno 1973)。

(8) a. ジョンは学生です。

b. 雨は降っていますが、雪は降っていません。

シンハラ語では、対比のない焦点と対比のある焦点を表すこと
ができる助詞tamayが存在する。 日本語の主題とシンハラ語
の焦点は並行的。



4．シンハラ語と日本語

(9)



5 ．シンハラ語の焦点助詞の位置と呼応

文中にtamayが現れると、-eの強調形の形式を持つ述語と呼応しなけれ
ばならない。述語が基本形をとると非文法的になる。

(10) Chitra mee potə tamay {kieuwe/*kieuwa}.

チットラ この 本 こそ {読んだ[強調形]/読んだ[基本形]}

チットラはこの本を読んだ。

古い日本語の「係り結び」と同等の形式が作られる （ただし、焦
点を指定する助詞すべてが述語と呼応するわけではない。）



5 ．シンハラ語の焦点助詞の位置と呼応

焦点を標示するtamayは，(11)で示されているように、文末に置くこ
ともできる。動詞は、強調形ではなく基本形をとる。

(11) Chitra mee potə kieuwa tamay.

チットラ この 本 読んだ[基本形] こそ

チットラがこの本を読んだのだ。

(11)では、動詞が焦点になる「チットラがこの本に対して読むこと
をした」という解釈が強いが、「チットラがこの本を読んだ」という
主語を焦点にした解釈や「チットラがこの本を読んだ」という目的語
を焦点にした解釈も可能である。



5 ．シンハラ語の焦点助詞の位置と呼応

文中に現れる焦点助詞と述語形式は呼応するが、その焦点助詞でも
文末に現れると、述語形式の呼応はなくなる。

(12)  a.    [  …..  焦点助詞 … …  述語[強調形] ]
(呼応）

b. [… … ..… 述語[基本形]     焦点助詞 ]

日本語も係り助詞が文末に移動したら、結びがなくなった。動詞の
形を維持してもよさそうであるが、維持されない −＞ なぜ？



5 ．シンハラ語の焦点助詞の位置と呼応

シンハラ語では、焦点となる要素に強勢（ストレス）を置くことによって、
文中の要素焦点を指定することもできる。

(13) a. RANJIT wiiduruwə {binde/binda}.
ランジット グラス {割った[強調形]/割った[基本形]}
ランジットがグラスを割った。

b. Ranjit WIIDURUWə {binde/binda}.
ランジット グラス {割った[強調形]/割った[基本形]}
ランジットがグラスを割った。

強勢によって焦点が指定される場合には、述語が文法的に強調形をとる必要
はなく、基本形で現れても焦点の指定は可能である。



5 ．シンハラ語の焦点助詞の位置と呼応

強勢による焦点の指定は、動詞に対しても可能である。これは、動詞
が基本形を持っている時に可能である。強調形になると、強勢によっ
て動詞を焦点とすることはできない。

(14) Ranjit wiiduruwə {*BINDE/BINDA}.

ランジット グラス {割った[強調形]/割った[基本形]}

ランジットがグラスを割った。

強調形を持つ動詞が強勢による焦点とならないのは、強調形が焦点に
なり得ないことを表しているからである。



6. シンハラ語の焦点構文のさらなる考察

文末の定形動詞と焦点助詞は、スコープ(文のどのレベルでの焦点化が起こってい
るか)を指定する機能がある。 (15)は、kiyənəwa（言う）が埋め込み節をとった
場合。

(15) a. Chitra [Ram potə tamay gatta kiyəla] kiiwe.
チットラ ラム 本 こそ 買った[基本形] と 言った[強調形]
チットラが[ラムが買ったと]言ったのは本だ。

b. Chitra [Ram potə tamay gatte kiyəla] kiiwa.

チットラ ラム 本 こそ 買った[強調形] と 言った[基本形]

チットラが[ラムが買ったのは本と]言った。

(15a)は主節での焦点化、(15b)は埋め込み節の焦点化が起こっている。



6. シンハラ語の焦点構文のさらなる考察

主節に焦点化助詞が現れる場合、埋め込み節のレベルの焦点化はできない
（動詞を強調形にできない）。主節レベルでは可能。

(16) a.*Chitra tamay [Ram potə gatte kiyəla] kiiwa.

チットラ こそ ラム 本 買った[強調形] と 言った[基本形]

チットラは[ラムが本を買ったと]言った。

b. Chitra tamay [Ram potə gatte kiyəla] kiiwe.

チットラ こそ ラム 本 買った[基本形] と 言った[強調形]

[ラムが本を買ったと]言ったのはチットラだ。



6.シンハラ語の焦点構文のさらなる考察

(17) 焦点の指定 2つの方法で可能

a. 焦点助詞による指定

b. 強勢による指定

(18) スコープの指定 2つの方法で可能

a. 強調形述語による指定

b. 焦点助詞による指定

(19) 焦点助詞は、文に1つしか許されないため、焦点の指定かスコープの
指定かのどちらかを選択しなければならない。



７. まとめ

本発表で示したこと

日本語は「は」で文中の主題を助詞で指定することが多いが，
シンハラ語においては焦点を文中で指定することが多い。

シンハラ語では、現代の日本語ではなくなった「係り結び」
に相当する形式が存在する。
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